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 第５章では、結晶粒内の応力解析に FEM を適用し、結晶粒界近傍の原子構造の解析に MD を適用して、両者を結
合させる FEM-MD 結合数値解析法を構築した。本解析手法により、実際の鋼材で観察される結晶粒界近傍での変形
挙動が再現され、微視的な応力分布を捉えることが可能となった。 
 第６章と第７章では、FEM-MD 結合数値解析法を適用しその有用性を示した。 
 第６章では、結晶粒形状や材質が変化するような溶接部近傍での力学的諸現象のメカニズム解明や強度などの力学
的特性を評価するための手段として FEM-MD 結合数値解析法が有用となる可能性を示した。 
 第７章では、結晶粒形状や構成相の体積分率および機械的特性を変化させた場合の応力分布特性の評価を試み、本
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論文で提案する手法が材料開発の指標などを得るための、力学的特性の定量的な評価に適用することが可能となるこ
とを示した。第８章では、本論文を総括した。 





















 以上のように、本論文で提案している FEM-MD を結合した新しい解析法は、多結晶構造を持つ材料の微視的な応
力・歪特性を把握するのに有効な手段であり、構造用材料の高強度化・高靭性化などの材料開発に有効な手段を与え
るものである。本手法の三次元化などを進めることで、鋼材開発や鋼溶接部の性能改善のためへの新しい知見を与え
る可能性もあり、材料工学、溶接材料学、溶接力学などの発展に寄与するところが大である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
